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基礎情報
調査年度：2019年度から2024年度
調査地域：広島県，宮城県
調査総数：1,111名
使⽤⽂章：

短⽂：30⽂字，漢字使⽤数8⽂字，花壇を「花だん」のように混ぜ書きがあります．
⻑⽂：平均191.7(SD8.5，最⼩173，最⼤204）⽂字の⽂章，混ぜ書きがあります．

読み⽂章数：調査時間内で読むことのできた⽂章数を読んでいます．10⽂から50⽂程度読んでいます．
読み速度が遅い参加者は，読める⽂章数が少なくなっています．

⼩学１年のみ，漢字仮名混じり⽂ではないことに留意して下さい．

GRADE 調査⼈数 学年 調査概要 読み素材の概要
1 78 ⼩学１年 当該学年の10⽉から3⽉に調査 ひらがなのみ分かち書き⽂
2 127 ⼩学２年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学１年までの漢字を使⽤した⽂
3 163 ⼩学３年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学２年までの漢字を使⽤した⽂
4 179 ⼩学４年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学３年までの漢字を使⽤した⽂
5 128 ⼩学５年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学４年までの漢字を使⽤した⽂
6 172 ⼩学６年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学５年までの漢字を使⽤した⽂
7 155 中学１〜３年 当該学年お6⽉から3⽉に調査 ⼩学６年までの漢字を使⽤した⽂

同じ⽂章セットを使⽤8 8 ⾼校１〜２年 当該学年お6⽉から3⽉に調査
9 101 ⼤学⽣ 当該学年の9⽉から3⽉に調査

合計 1,111



短文の読み速度（cpm）(cpmは，characters per minuteで１分間に読んだ文字数の単位です．）

GRADE 調査⼈数 学年 平均 標準偏差(SD）
1 78 ⼩学１年 299 110
2 127 ⼩学２年 210 61.5
3 163 ⼩学３年 244 67.2
4 179 ⼩学４年 285 76.2
5 128 ⼩学５年 297 63.7
6 172 ⼩学６年 332 79.5
7 155 中学１〜３年 339 76.0
8 8 ⾼校１〜２年 388 50.8
9 101 ⼤学⽣ 433 48.2

合計 1,111
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上位25％の値

下位25％の値
中央の値

最⼤値

最⼩値
極端な値

左のような箱と上下のひげが
あるグラフを箱ひげ図といいま
す．

児童⽣徒の読み速度が箱の範
囲にある場合，その学年の中間
層に位置付いていると考えるこ
とができます．

下のひげの部分よりも低い場
合は，かなりの困難があると考
えられます．

児童⽣徒の読み速度が，平均値に標準偏差を⾜した値と，引いた値
の間にある場合，その学年の中間層に位置付いていると考えることが
できます．平均値から標準偏差の２倍を引いた値か，それよりより低
い場合は，かなりの困難があると考えられます．

【箱ひげ図の説明】



長文の読み速度（cpm） (cpmは，characters per minuteで１分間に読んだ文字数の単位です．）

GRADE 調査⼈数 学年 平均 標準偏差(SD）
1 78 ⼩学１年 222 88.5
2 127 ⼩学２年 215 68.0
3 163 ⼩学３年 257 70.1
4 179 ⼩学４年 274 66.6
5 128 ⼩学５年 301 65.6
6 172 ⼩学６年 310 69.4
7 155 中学１〜３年 330 67.7
8 8 ⾼校１〜２年 372 38.8
9 101 ⼤学⽣ 405 48

合計 1,111
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漢字仮名混じり⽂を読む学年では，短⽂と同じ傾向となった．しかし，
実際の調査場⾯では，途中で諦める児童も出てくるなど，意欲や集中⼒
の⾯での違いが⾒られた．



まとめ

• １学年下までの漢字を含む30⽂字程度の⽂を作成して評価を実施する．

• 短⽂と⻑⽂で正の強い相関がみられるので，⼗分に拡⼤した短⽂を読ませて評価することができる．

• ⻑⽂を読む課題を実施すると，読む意欲や集中⼒の持続についての評価をすることができる．補助具を使って

いる場合，短⽂を読む場合より極端に低下する場合は，補助具の操作スキルや補助具選定の適切性の影響を調

べる必要がある．

• ⼩学校卒業までに，300cpmくらいを⽬指したい．200cpmを下回る場合は，その学年の下位10％程度に位置付
くことになる．

• ⾼校卒業までに，400cpmくらいを⽬指したい．300cpmを下回る場合は，その学年の下位10％程度に位置付く

ことになる．



標準偏差について
SD(standard deviation）（標準偏差）について

データの集合のばらつきを表す指標です．読み速度を測定
して度数分布表を描くとすると右図のように正規分布に従い
ます．正規分布とは下図のようなベル型の形をいいます．

この正規分布は平均値とSDで形が異なります．図３は全
て平均が０の正規分布ですが，，SDが異なります．このグ
ラフにはSDが１，２，３の正規分布のグラフが描き込まれ
ています．つまり，正規分布が⼤きいほど，ベル型の裾野が
広がる．平均値より遠く離れた値が存在するということを意
味します．

この特徴を利⽤して，SDには⾯⽩い特徴があります．図4
には平均0，2SDの範囲を⻘に塗りつぶし，その上に，平均
０，1SDの範囲を緑で塗りつぶしたグラフを表⽰しています．
⻘の上に緑を塗っているの絵，緑の裏には⻘で塗りつぶされ
た範囲が存在すると理解してください．この時，SDの⼤き
さで⾯積が決まってきます．例えば平均値が200でSDが10
の正規分布に従うデータの集合の場合，190から210の範囲
の⾯積は68.3%となります．読速度の場合，平気より⼤きい
側が問題になることはないので，平均より下側に注⽬する必
要があります．

Reading speed of University student
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図2 平均0，SD1の正規分布のグラフ

図1 ⼤学⽣の読速度の度数分布
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図3 平均0，SD1，2，3の正規分布のグラフ
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図4 平均0，SD1，2の正規分布の⾯積



標準偏差について
図５は，-1.5SDを境に平均-1.5SD以下の範囲をピンク，平均-1.5SD以上の範囲を⽩で塗ったグ

ラフです．この時，ピンクの範囲は全体の6.7%，⽩の範囲は93%にあたります．つまり，平均値
から標準偏差(SD)を1.5倍した値を引いた値は，およそ読み速度が遅い側から6.7%の⼈が含まれ
ていることを意味していると解釈できます．

図6に今回⽰したデータのうち，⼤学⽣のデータに基づいて作成したグラフです．棒グラフはヒ
ストグラムで，区間は25cpmです．つまり，⼀つの棒の幅は25cpmですから，例えば400cpm〜
425cpmの区間を意味しており，その区間に該当する⼈数が棒の⾼さです．⿊い縦線が⼤学⽣の平
均のcpmで433cpm，SDは48.2です．⾚い縦線は平均値ー1.5SDです．つまり，今回のデータで考
えると，

433ー1.5×48.2＝ 360.7cpm
のラインです．このデータで考えると，読み速度が360.7cpmを下回ると遅い側6.7%に含まれる

ことを意味し，同年代の中で学ぶ上で，読むことに関しては，かなりの困難がみられることを予
⾒させると考えられます．
今回，ご提供したデータは，1SDのデータです．以下の表を参考に，困難度を予測してご利⽤

ください．

図５ -1.5SDを境に塗り分けた正規分布のグラフ
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図6 ⼤学⽣のヒストグラムに正規分布を重ねたところ
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SDの大きさ 平均ーSDの大きさより上の範囲の面積 平均±SDの大きさの範囲

0 50.0% ---

1 84.1% 68.3%

1.5 93.3% 86.6%

1.96 97.5% 95.0%

2 97.7% 95.4%
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